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 ～ 四 つ の テ ス ト 言行はこれに照らしてから ～ 

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2017-2018年度クラブ方針 

 ロータリーを知ろう 

       ～温故知新～    

井上君：昨日からお彼岸で息子が帰ってきました。にぎや

かになりました。 

橋爪（正）君：栗生先生、本日の卓話よろしくお願いしま

す。 

應地君：栗生さん、卓話楽しみにしています。 

酒井君：栗生様、本日は卓話ありがとうございます。よろし

くお願いいたします。すみませんが、本日13：20ごろに

早退させていただきます。 

川口君：栗生千佳様、ようこそ有田ロータリークラブへ。本

日の卓話勉強させて頂きます。 

上野山（英）君：栗生様、本日卓話有難うございます。大原

ガバナー補佐、クラブ協議会よろしくお願いします。 

木本君：16日土曜日、台風接近中でしたが、出航し76㎝

の真鯛をつりました。栗生様、本日の卓話宜しくお願い

致します。 

嶋田（崇）君：栗生さん、大原G補佐さん、今日はご苦労様

です。 

上野山（捷）君：栗生千佳様、本日の卓話ご苦労様です。 

橋爪（誠）君：栗生千佳様、ようこそ有田RCへ。本日の卓

話よろしくおねがいいたします。 

松村君：栗生千佳様、お話楽しみにしています。 

中元君：本日の座席は委員会別となっています。皆様御

協力ありがとうございます。 

 

 

（脇村例会運営委員） 

本日の会員数２９名 

 （出席規定免除会員９名） 

出席会員数２５名 

 （出席規定免除会員８名） 

       ８９．２９％ 

9/7      ８９．２９％ 

MU：なし 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第２８４５回例会） 

平成２９年９月２１日(木）  

（成川（守）会長） 

 

（上野山（捷）親睦活動委員長） 

ゲスト：栗生 千佳 様  

 （一般社団法人生涯学習支援協会 藤並学童クラブ  

  代表） 

    大原 裕 様（ガバナー補佐） 

 

 

 

（中元ＳＡＡ） 

成川（守）君：栗生様、ようこそ有田RCへ。卓話よろしくお

願いします。本日のクラブ協議会、全員出席でよろしく

お願いします 

橋本君：栗生千佳様、ようこそ有田RCへ。本日の卓話宜

しくお願いいたします。 

大原裕君（ガバナー補佐）：本日のクラブ協議会よろしく

お願いします。 

宮井君：栗生先生、本日の卓話ご苦労様です。 

上野山（栄）君：大原ガバナー補佐様、本日はよろしくお

願いします。栗生千佳様、今日もいつも通り元気に

やってください。 

  平成２９年９月２８日 第２８４６回 

・ガバナー公式訪問 

 ガバナーアドレス 岡本 浩 ガバナー 

・ソング：「君が代」「It’s a small world」 

  平成２９年１０月５日 第２８４７回 

・お月見夜間例会・外部卓話：武本泰子氏 
「世界に平和の種をまく-米山記念奨学事業の意義-」 

・ソング：「君が代」「我らの生業」 

１ 

点  鐘 

開催日 

２８４５Nｏ． 

島 海碩 書 

ゲストの紹介 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

担当：嶋田（崇）委員 

大原ガバナー補佐には、 

例会後のクラブ協議会にも 

ご出席いただきました。 

ありがとうございました。 



２ 

基本的教育と識字率向上月間 

 

 

 「基本的教育と識字率向上月間、 

         ガバナー補佐、クラブ協議会」 
 

 本日卓話をいただく栗生様、

ようこそおいでいただきました。

本日よろしくお願い申し上げま

す。又、例会終了後開催のクラ

ブ協議会でご指導をいただく大

原AG様、よろしくお願い申し上

げます。 

  

 先週は、「ロータリーって何？」の優秀作の表彰を行い

ましたが、ロータリーでは参加しなければ、エンジョイでき

ません。参加はPARTICIPATEです。日本人の最初のRI

会長である、1968−69年度東ヶ崎 潔（Kiyoshi Togasa-

ki、日本  東京ＲＣ）のテーマは、「参加し敢行しよう！

(PARTICIPATE！)」でした。皆様、ロータリー活動に参加

し、エンジョイしてください。 

 日本人のRI会長は、これまで何人ですか？3人です。2

人目は1983－84年度 向笠 廣次様、3人目は2013－14

年度 田中 作次様です。 

  

 さて、9月は、基本的教育と識字率向上月間です。日本

では基本的教育と識字率の向上と言われてもどこかピン

とこないかもしれませんが、世界には学校教育を受けら

れない子供達が6,700万人、読み書きが出来ない人達が

7億5,000 万人以上います。   

 識字率の向上は1997－98年度グレン・Ｗ.キンロスＲＩ会

長が「貧困からの脱却は識字率の向上にある」と言われ、

「ライトハウス（灯台）作戦」と名付けた発展途上国の10億

人に識字能力向上を推進するキャンペーンを展開され

たことに端を発します。 

  「基本的教育と識字率向上」は単独のテーマではな

く、ロータリー財団の人道的奉仕の６重点分野にも含ま

れており、人道的奉仕の複合されたつながりのあるテー

マの１つになります。子供達が家族の働き手ではなく『学

校に行ける環境』が必要です。それには「平和と紛争予

防／紛争解決」と「経済と地域社会の発展」がなければ

なりません。また、『いのちを守る』必要があります。それ

には「水と衛生」と「母子の健康」や「疫病予防と治療（ポ

リオ撲滅含む）」が重要なテーマになります。そして『人を

育てる』ことがあります。それには「基本的教育と識字率

の向上」が必要であり、 加えて、奨学金制度や青少年奉

仕活動もあります。これら全てにロータリークラブは支援

の手を差し延べています。 

 

 本日の例会に大原AGが出席されていますが、 

17.030.1. ガバナー補佐  Assistant Governors （ロータ

リー章典） 

 ガバナー補佐は、ガバナーエレクトにより任命され、指

定されたクラブの運営に関してガバナーを補佐する責務

を担う。 

 ガバナー補佐は、次のような責任がある：  

a) 次期クラブ会長と会い、毎年クラブリーダーシップ・プ

ランの推進、実施、見直しを行い、 クラブの目標につ

いて協議し、章典2.010.1.「機能の喪失」について再

吟味する  

b) 各クラブがロータリークラブ・セントラルに目標を入力

し、監視することを奨励する  

c) 定期的に各クラブを訪問し、クラブの活動やリソース、

機会について協議を行う  

d) ガバナーの公式訪問のスケジュール作成や計画作成

においてクラブリーダーをサポートし、ガバナーの公式

訪問に関連した各クラブ協議会に出席する 

e)  地区の目標設定を支援する  

f） クラブの進捗について常にガバナーに知らせる  

g) クラブは定期的に会員資格に関する情報をアップ

デートし、未払金を期限内に必ず支払うこととする 

h) 担当の地区委員会と協力してクラブレベルの研修を

調整する  

i) 地区リーダーシップとクラブリーダーシップ・プランとす

べての適切なRIのオンラインツールとリソースの推進  

J） 地区委員会の選考に関して次期ガバナーに助言する  

k) 地区大会およびその他の地区そして国際会合に出席

するとともに、これらへの出席を推進する  

l）  地区活動に参加し、全ての研修セミナーに出席する  

m） 次期ガバナー補佐や委員会メンバーの推薦をする  

  

 ガバナー補佐の人選における低基準には以下が含ま

れる：  

a) 少なくとも3年間、名誉会員以外の会員身分で地区内

クラブに所属している瑕疵なき会員であること  

b) クラブ会長を全期務めた経験があること、または創立

日から6月30日までの全期間（低6ヶ月間）を通してクラ

ブの創立会長を務めた経験があること  

c) ガバナー補佐の責務を受諾する意思と能力があること  

d) クラブまたは地区レベルで卓越した業績を上げている

こと  

e) 将来の地区指導者として有望であること  

  

 ガバナー補佐の任期は、1年任期を3期まで務めること

ができる。 

 ガバナー補佐は、後の1年任期を務めた2年後に、更に

もう一度1年任期を3期まで務めることができる。  

 元地区ガバナーをガバナー補佐に任命しないことが推

奨されている。  

 地区は、ガバナー補佐が使う資金の支援について決

定する責任がある。  

 地区は、ガバナー補佐がその任務と責務を果たすため

に使う資金の支援について決定する責任 がある。 

 

 今日は、例会終了後、大原AGをお迎えして、クラブ協

議会を開催します。 

7.050. クラブ協議会 Club Assembly （ロータリー章典） 

 クラブ協議会は、クラブのプログラムと活動もしくは会員

教育について協議するために開かれる、クラブ役員、理

事、委員会委員長を含むクラブ会員全員の会合である。

すべてのクラブ会員は、協議会に出席することが強く奨

会長の時間 



励されている。クラブ会長、もしくは指定された他の役員

が、クラブ協議会の議長を務める。（2013年10月理事会

会合、決定31号）とされています。 

 先週、前もってFAXでお願いしましたが、皆様全員の

出席をお願いいたします。 

 

 

（橋本幹事） 

１.社会福祉法人 日本ライトハウスより、盲導犬チャリ

ティーカレンダー購入の案内が届いています。 

２．他クラブより例会変更のお知らせが届いています。 

 

 

 

＊国際奉仕委員会（中元委員） 

 ミャンマーにおける有機肥料を使った職業訓練事業を

11月22日～11月26日の日程で実施します。参加される

方は至急応募おねがいします。 

 

＊社会青少年奉仕委員会（井上委員長） 

  本日、委員会を開催いたします。 

 

＊ロータリー財団委員会（酒井委員長） 

  2017年9月14日にロータリー財団委員会中野委員長

及びロータリー財団補助金小委員会初田委員長より、RI

財団より2017-18ロータリー財団地区補助金につき承認

が得られましたとの連絡通知を受けました。  

 

 

 

「今、小学生が抱える問題」 

 
 私は、学童保育で働かせていただいて約29年になりま

すが、常に学童保育が必要ない世の中が一番望ましい

と思っています。昔の小学生は学校から帰りランドセルを

置くとすぐに友達と暗くなるまで遊ぶのが日常でした。た

とえ保護者が仕事で留守であっても、祖父母や地域の

方々が子どもを見守ってくれていました。しかし近年、核

家族やひとり親家庭の増加、世帯の経済的自立・共同作

業の減少・生活時間の相違による近所付き合いの減少、

心無い大人による子どもへの事件、などの理由から学童

保育を利用する家庭が年々増加しています。 

 そのような中で学童保育は「見守り保育」（けがをしない

ように見守るだけ）から、各学童保育所が創意工夫を重

３ 

基本的教育と識字率向上月間 

ね特色あるものが増えて来ています。私は学童保育には

次の３つを満たすことが大切だと考え、保護者、子ども、

一緒に働く仲間の指導員に常日頃から伝えることにして

います。 

★三つの要件 

・保護者が安心して働ける(信頼関係) 

・基本的な生活習慣を身につける(ルールとマナー)   

・異年齢の仲間作り(人間関係の形成)  

 目指すべきは「昭和の大家族」です。 

 さて、このお話を頂いた時、上野山さんに「今月のテー

マは識字率なんだけど最近の小学生で字の読み書き出

来ない子はいないよね？」と聞かれました。そう思われが

ちなのですが、生まれた時から活字離れしているので、

読み書きが苦手な子ども達が増えている傾向にありま

す。その原因として、新聞の取っていない家庭の増加・

絵本の読み聞かせの代わりにDVDを見せる・お絵かき遊

びが携帯ゲームに・説明書が説明DVDやインターネット・

わからない字や意味は辞書を引かずにスマホやPCで検

索するなど、字を読む場面が生活の中から減ってきてい

ます。そのような環境の変化から読み書きできない子ども

達が増えつつある事実があります。SNSの普及により、年

賀状等のはがきや手紙による交流もほとんどありません。

小さい子どもの中には、字は書けないがメールは打てる

子もいます。 

 その事が気になっていた私は今年の夏休み、学童保

育で高学年合宿(４年生以上)に行った際、思い出を絵手

紙に書き、お家の人に送ろうと提案しました。子ども達に

はがきと筆ペンを渡し絵具を真ん中に置きましたが、

中々筆が進まず、聞いてみると画用紙になら絵は描ける

けど・・・などと戸惑い気味でした。見本を見せると何とか

出来上がりましたが、驚いたのはその結果でした。宛名

を書く際、自宅の住所・郵便番号を知らない、数人は両

親の名前を知りませんでした。そして、書き方が分からず

郵便番号を立てに書いたり、自分の名前を中心に書い

たりと・・・私達は少しショックを受けながら、生活習慣を

もっとしっかりと身に付けさせる必要を感じ、これからも積

極的にこのような機会を増やしていこうと話し合いました。

皆さんも、ご自身の身内の子どもさんに対して手紙を出し

てあげてください。子どもは手紙をもらう機会が少ないの

できっと喜ぶと思います。 

 最後に皆さんにお願いです。大人同士のコミュニケー

ションを取ってください。親戚、近所、みんなで、あいさつ

や声かけをお願いします。大人同士が知り合いになり関

わりを持ち、子どもを交えた安心できる関係性を作って下

さい。子どもの日常にそのようなシーンを増やして欲しい

と思います。知らない人に声をかけられた場合にも、子ど

も達が自分自身で相手がどのような人物であるのか、判

断能力を身につけさせる事も重要です。また、学校や学

童保育のようは団体を通して子ども達と交流を持ってい

ただきたいのです。そのなかでSOSを出している子どもや

保護者さんの話を聞いてみてください。 

 ～子ども達は、人の温もりを求めています～ 

 

 

 
閉会・点鐘 （成川(守)会長） 

 幹事報告  

 卓 話 

委員会報告 

 

一般社団法人 

生涯学習支援協会 

藤並学童クラブ 代表 

 

栗生千佳 様 



 

 

 

 

 

基本的教育と識字率向上月間 

４ 

有田３クラブ合同ゴルフコンペ 
平成２９年９月２３日（土・祝）於）有田東急ゴルフクラブ 

ホスト：有田２０００ロータリークラブ 

有田３クラブ合同のゴルフコンペが開催されました。 

有田ＲＣからは７名の参加でした。 

左写真は３位の中村先生です。おめでとうございます！ 

 


